
パパにも知ってほしい！
子どものための
体験型レスキュー講座

2025年8月31日（日）10 時～11時45分

パピオスあかし5階 多目的ルーム

17家族45人（保護者30人 子ども15人）

乳幼児の保護者やプレパパプレママを対象に、いざという時に子どもの命を守るため
の講座を開催しました。消防士3人が、事故を未然に防ぐ方法や、AEDの使い方、誤飲
時の対処法などを説明しました。

日時

場所

人数

乳児の胸骨圧迫を行
う際は、手のひらで
はなく、2本の指を
使って心臓マッサー
ジを行います。

同室で保育士による託児を行いま
した。絵本やおもちゃで遊びました。

家庭内で起こりやすい誤飲（ボタン電池やあめ、たば
こ）を説明したり、こんなサインがあれば窒息かも？
といった子どもの症状を紹介したりしました。

座学

実習
誤飲した時は、背中の真ん中を強めに叩き、吐き
出させます。人形を用いて実習を行いました。

託児

意識がない場合、胸骨
圧迫と人工呼吸を続け、
AEDで電気ショックを
与えます。夫婦で協力
してAEDの使い方を
学びました。

明石市 市民生活局 市民協働推進室 インクルーシブ推進課

参加者からは、「いざという時に役立てられそう」 「託児があり助かった」
「実習があったので、もしもの時の不安が和らいだ」といったお声を頂戴しました。

参加者の声

開 告催報


